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E 21 公 営 住 宅 に お け る 住 戸 へ の ア ク セ ス 方 式 に つ い て

琉 球 大 教 育　 鈴 木 雅 夫

住　　居

目 的 、 沖 縄 県 は テ ラ ス ア ク セ ス 方 式 を 取 り 入 れ た 南 島 型 県 営 住 宅 を 設 計 し,    1984 年 か ら 建

設 を 行 っ て き た 。 こ の 設 計 はm 段 の 位 置 と 住 戸 へ の 入 り 方 に 特 徴 が あ り 、 従 来 の 標 準 型 が

北 側 の 階 段 か ら 玄 関 に 入 る 北 玄 関 ア ク セ ス 方 式 と は 異 な り 、 逆 に 、 南 側 の 階 段 か ら テ ラ ス

に 入 る 南 テ ラ ス ア ク セ ス 方 式 を と っ て い る 。 こ の よ う な 設 計 の 考 え 方 は 、 沖 縄 の 伝 統 的 な

半 戸 外 空 間 で あ る 雨 端( ア7/リ ）の 適 用 に も と ず い て い る が 、 こ の 新 し い 方 式 が 入 居 者 に ど の

よ う に 評 価 さ れ て い る か 明 ら か に す る 。

方 法 、 沖 縄 県 が1983 年 か ら1987 年 に か け て 建 設 し た 県 営 住 宅 の 中 か ら 、 従 来 の 北 玄 関 型 と

南 テ ラ ス 型 の 団 地 を そ れ ぞ れ ３ 団 地 づ つ 選 び 、 ア ン ケ ー･ト 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 の 時 期 は

1990 年 ７ 月 で あ る 。 対 象 と し た 団 地 の 住 戸 規 模 は ほ ぽ 同 じ 広 さ の も の に 限 定Iし た 。 調 査 票

は す べ て 同 じ 項 目 で 作 成 し 、 １ 週 間 留 め 置 い た 後 で 回 収 し た 。

結 果 、 回 収 数 と 回 収 率（%  ) は 、 北 玄 関 型 が238 戸（73%  ） 、 南 テ ラ ス 型 が235 戸（ ８８％ ）

で あ っ た 。 家 族 構 成 は い ず れ も 核 家 族 が77 ～78% を 占 め て い る 。

階 段 の 位 置 に つ い て は 、 ト 現 状 で よ いJ  か 北 玄 関 型 の 約72% に 対 し 、 南 テ ラ ス 型 は 約88

％ で あ り 、16 ポ イ。ン ト の 差 が あ る 。 住 戸 へ の 入 り 方 に つ い て は 、 「 現 状 で よ い 」 が 北 玄 関

型 の 約62% に 対 し 、 南 テ ラ ス 型 で は 約76% で あ り 、14 ポ イ ン ト の 差 が あ る 。 こ の ２ つ の 項

目 に つ い て 、 南 テ ラ ス 型 の 評 価 が い ず れ も10 数 パ ー セ ント 上 回 っ て い る 。 南 テ ラ ス 型 の 住

戸 へ の 入 り 方 に つ い て 、 「 広 く て 気 持 ち が い い 」「 ゆ っ た り し て い る 」 「 開 放 的 で あ る 」

と 感 じ て い る 一 方 で 、 「 普 通 の 玄 関 か ら 入 る 方 が よ い 」 と い う 意 見 も あ っ た 。
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イ メ ー ジ 評 価 に 影 響 を 与 え る 要 因 と し て は、 住 宅 地 の 物 理 的 特 性 に 加 え

者 の 社 会 的 属 性 が 考 え ら れ る。 一 方、 住 宅 地 の イ メ ー ジ 因 子 と し て は、

都 市 性 因 子 ・ 新 し さ の 因 子 ・ 開 放 性咽 子 ・ 落 ち 着 き 因 子 な ど が 指 摘 さ れ

と し て 社 会 的 属 性 の 中 で も と り わ け 生 活 意 識 に 着 目 す る こ と が で き る。

象 と し て 生 活 意 識 と 住 宅 地 イ メ ー ジ と の 相 関 分 析 を 試 み、 社 会 的 属 性 が

ぼ す 影 響 の 一 端 を 捉 え よ う と す る も の で あ る。

に お け る 新 旧 ４ 住 宅 地10 ヶ 所 を 対 象 と し、s  D  法 に よ る イ メ ー ジ 調 査 と

関 す る 自 記 式 質 問 紙 に よ る41 項 目 に 関 す る 調 査 を 実 施 し た。 生 活 意 識 の

識 の パ タ ー ン 化 を 試 み た の ち、 住 宅 地 イ メ ー ジ の 因 子 得 点 パ タ ー ン と の

被 験 者 は 岩 手 大 学 学 生　101 名、 調 査 期 日 は1991 年10 月 で あ る。

に 関 す る 因 子 分 析 に よ り10 因 子 が 抽 出 さ れ、 因 子 得 点 に 基 づ く ク ラ ス タ

験 者 を ６ 群 に 分 類 す る こ と が で き た。 さ ら に、 住 宅 地 の イ メ ー ジ に 関 す

性 ・ 親 密 性 ・ 多 様 性 ヽ 開 放 性 ・ 情 緒 性 の ５ 因 子 が 抽 出 さ れ、 各 住 宅 地 の

明 ら か に す る 中 で、 住 宅 地 形 成 の 新 し さ と 洗 練 性、 居 住 地 域 と 親 密 性、

様 性、 新 興 住 宅 地 と 開 放 性 と の か か わ り が 認 め ら れ た。 一 方、 生 活 意 識

の 関 連 は 意 識 パ タ ー ン に よ り 異 な り、 社 会 活 動 志 向 と 高 級 住 宅 地 の 親 密

宅 地 に お い て は グ ル メ 志 向 と 親 密 性、s  的 意 識 と 情 緒 性 な ど の 関 連 が 確

史 的 街 並 み と 生 活 意 識 と の 関 連 は 認 め ら れ な い。
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